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　　　令和９年度新刊　数学教科書のご紹介

 数学 Progress シリーズ

１．生徒の基礎理解を助けるていねいな解説

　「受験版を使う生徒でも，教科書で学ぶときは

初学者」という前提のもと，本文を徹底的にてい

ねいに記述し，図や表も視覚的にイメージができ

るように色づかいなどを工夫しています。

●問題の“考え方”を示す「Tips」

　せっかく公式や定理を覚えても，使い方がわか

らなければ理解したことにはなりません。そこで，

例題・応用例題の一部には，問題文の下に「Tips」

として，問題に取り組む際にまず考えることを示

し，単なる解法の暗記にならないよう配慮してい

ます。

●生徒自身が操作して理解を深める「シミュレーション」

　QR コンテンツとして，生徒自身が操作をして

実験ができたり，グラフの様子を確認したりでき

る「シミュレーション」をご用意しています。

　ブラウザベースですので，端末の影響をうけに
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くくなっており，すべての生徒が同様の体験をす

ることが可能です。

２．入試に対応した応用的な内容も豊富に掲載

　近年は大学入試も多様化していますが，入試問

題という目線で見ると典型的な部分については大

きく変わりません。教科書を通じて入試に向けた

指導をしたいという声に応えるよう配慮していま

す。

●入試問題で頻出の話題は「研究」「発展」で

　「３次方程式の解と係数の関係」や「最高位の

数字」，「隣接３項間の漸化式」など，教科書本文

で扱うには少し程度は高いものの，入試問題では

頻出な話題は，「研究」や「発展」で扱っています。

　また，数学Ⅱの「課題学習」では，大学入学共

通テストを意識した題材選定をしており，共通テ

スト対策としてもお使いいただけます。

●「Further Progress」で着眼点の見つけ方を養う

　問題文の中に大切な要素が埋もれていることが

あります。このような“文を読み解く”練習がで

きるよう，巻末に「Further Progress」として，

最近の大学入試でも徐々に見受けられるように

なってきた，思考力・判断力・表現力が必要な問

題を，各章に１問を目安に掲載しています。

３．メリハリのある授業で無理なく速習

　大学進学を目標に授業を速く進めたいというご

要望に応えつつ，定理や公式の適用で問題を解き

進めるだけにとどまらない，思考力も養成できる

数 C007-901
数学Ｃ Progress

新訂版
A5 判　176 頁

数 B007-901
数学Ｂ Progress

新訂版
A5 判　120 頁

（数学Ｂ Progress 新訂版 p.48 本文）

（数学 C Progress 新訂版 QR コンテンツ サイクロイド）

（数学Ⅱ Progress 新訂版  p.237 Further Progress）（数学Ⅱ Progress 新訂版　 p.102 Tips）
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令和９年度に新たに発行する教科書をご紹介しています。
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工夫をしています。

●より深い学びに資する「Dig」「探究」

　学んだことをさらに深く考察するための問いか

けとして「Dig」を，異なる視点から問題などを

見つめることを促す記述として「探究」を設けて

います。明確に区別をしていますので，生徒の理

解度に合わせて扱いを選択することも可能です。

●節末問題「Progress」で思考力養成

　節末問題の最後の問題は「Progress 考えてみ

よう」として，各節で学習した内容を活用しなが

ら思考する活動ができる題材としています。難易

度は他の問題と同程度ですので，通常の演習問題

としてお使いいただくことも可能です。

●数学を身近に感じられる題材選定

　日常における問題解決に活用できるよう，導入

に使える「Introduction」や文章題において，身

のまわりのものを題材とした話題を随所で扱って

います。

＋ α）自学自習を徹底アシストする総合設計

●配信可能な充実の問題解答集

　巻末には節末問題・章末問題の略解を掲載して

います。QR コンテンツではそれに加え，練習問

題・問・Dig も含めた全問の略解をご覧いただけ

ます。

　また，限られた時間の中で扱いきれないことの

多い節末問題・章末問題については，詳解も QR

（数学 C Progress 新訂版　p.91 探究）

コンテンツとして配信しています。詳解について

は，側注欄を設け，生徒のつまずきを解消できる

よう工夫しました。

●「チャレンジ問題」で追加の演習が可能

　各「章末問題 B」のページにある QR コードか

ら，その章に関連する内容の「チャレンジ問題」

をご利用いただけます。

　チャレンジ問題については，各問題の解答解説

動画に加え，問題を解くにあたっての「方針」を

説明する動画もご用意しています。これにより，

いきなり解答解説を見るのではなく，考え方のみ

を確認して取り組む学習方法を選択することがで

きます。

● 指導方針によって使い分けできる副教材

① Prominence シリーズ

　教科書の内容を徹底反復できるよう，教科書と

関連の強い問題（A・B 問題）には教科書へのリ

ンクをつけています。加えて，入試の基礎レベル

の問題（C 問題，章末問題）も扱っています。

②エクセルシリーズ

　左ページに例題，右ページに問題のスタイルを

基本として，演習用の教材として１冊で完結させ

ることができます。少し程度の高い題材を扱った

StepUp や，各章の学習内容を確認できる復習問

題を掲載し，幅広い学力層の生徒に対応できます。

　いずれの問題集も生徒の理解を助ける側注を豊

富に設けています。

　教科書「数学 Progress シリーズ」の QR コンテンツは

　下の QR コードからアクセスできます。

（数学Ⅱ Progress 新訂版　 p.108 Introduction）

（数学Ⅱ Progress 新訂版 QR コンテンツ 詳解）

数学Ⅱ 数学 B 数学 C
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 新編数学 Flex シリーズ

１．学びをつなぎ，広げる―多様な生徒に配慮した

　　授業ができる

　「新編数学 Flex シリーズ」は，生徒一人ひと

りの理解の流れを大切に，基礎から発展へと自

然につながる構成になっています。Intro をはじ

め，これまでに学んだ内容をふり返りながら新し

い考え方を築き，自分の言葉で理解を深めていく

授業を支えます。数学Ⅱ・B・C はそれぞれ扱う

内容は異なりますが，「考える」「つながる」「広が

る」という共通の学びを大切にしています。計算

の意味を理解し，規則や関係を見つけ，数と形の

世界を探究する流れが自然に身につくよう設計さ

れています。生徒が数学を通して“世界を読み解

く力”を育てることを目標としています。

●例・例題・応用例題

　― スモールステップの問題構成

　「新編数学 Flex シリーズ」では，例・例題・

応用例題を段階的に配置し，少しずつ理解を深め

られるスモールステップ構成を採用しています。

「例」や「例題」は青色で示され，基本的な考え

方や手順を確認できます。一方，「応用例題」や

巻末の「思考力 PLUS」は黄土色で示されており，

より発展的な思考や複数の視点を要する問題に挑

戦できます。色によって難易度の段階が視覚的に

分かるため，自分の理解度に応じて学習を進めや

すくなっています。教員にとっても，授業設計や

個別学習支援に活用しやすい構成です。

苦手な生徒から得意な生徒まで

カバーレベルの広い教科書 （新編数学Ⅱ Flex　p.64，65）

（新編数学 B Flex　p.72 練習 6）

（新編数学 B Flex　QR コンテンツ　補充問題）

●補充問題 ― 学びを定着させる仕組み

　練習問題では網羅できなかった数値の問題や理

解した内容をその場で確かめるための補充問題は，

QR コンテンツとしてご用意しています。補充問

題がある箇所には各ページの右下にアイコンを付

しています。基本的な計算の確認を中心に構成さ

れており，授業のまとめや家庭学習に活用できま

す。短時間で取り組める分量ながら，学習内容

の理解を確実に定着させる工夫が施されています。

生徒が自分のペースで復習しやすく，学びを「積

み重ねていく感覚」が得られます。

数Ⅱ 007-902
新編数学Ⅱ Flex
A5 判　240 頁

数 C007-902
新編数学 C Flex
A5 判　184 頁

数 B007-902
新編数学 B Flex
A5 判　128 頁
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● Dig ― 多様な考え方，視点を身につける

　「Dig」は，生徒が自分の考えを掘り下げ，多

様な視点を身につけるためのコーナーです。一

つの問題に対して複数の考え方や解法を紹介し，

“答えに至る過程”を比べながら考えることで，

柔軟な発想力と論理的思考力を育てます。また，

授業の中で意見を共有したり，グループで議論し

たりする場面にも適しており，多様な視点から考

えることの大切さを実感できます。

●課題学習・思考力 PLUS 

　― アクティブに学びを深める

　数学Ⅱの巻末には「課題学習」が設けられてい

ます。身近な題材や社会のテーマを数学的に調べ，

自分の考えをまとめて発表することで，探究的な

学びを体験できます。調べる・考える・伝えると

いう一連の流れを通して，数学の見方・考え方を

実生活に結びつける力を養います。また，数学B・

C の巻末に収録された「思考力 PLUS」は，一つ

の問題を多角的に考えることで思考を深めるアク

ティブラーニングの場です。自分の考えを他者と

比較したり，異なる方法で再構成したりすること

で，表現力と応用力をさらに伸ばします。「思考

力 PLUS」を通して，生徒が主体的に学ぶ時間が

広がります。

２．つながる数学 ― 日常と学びを結びつける

　各章末の中に設けられた「つながる数学」では，

日常生活や他教科，社会の出来事などと数学の内

容を結びつけています。例えば，星の明るさや音

の高さ，画像データの扱いなど，身の回りの現象

を数学の視点からとらえ直し，“数学が生活の中

で生きている”ことを実感できます。

　このコーナーを通して，生徒は数学の学びが現

実とつながる手ごたえを感じ，学ぶ意欲を高める

ことができます。

３．自ら学び，考える数学へ

　QR コードからはデジタル教材にアクセスでき，

図やグラフの動きを確認しながら理解を深めるこ

とができます。

　教科書「新編数学 Flex シリーズ」の QR コンテンツは

　下の QR コードからアクセスできます。

（新編数学 C Flex　p.34 Dig）

（新編数学 C Flex　p.70 つながる数学）

（新編数学Ⅱ Flex　p.225 思考力 PLUS)

数学Ⅱ 数学 B 数学 C
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 高校数学シリーズ

１．苦手な生徒もつまずかない，

　　ていねいな解説と適切な難易度

　これまで学んできた内容から新しい学習内容へ

スムーズに移行できるように，適宜復習の内容を

掲載しました。また，つまずきやすい箇所は文字

による説明を少なくし，考え方を図解で示しまし

た。

●復習をしながら学べる

　数学Ⅱでは巻頭に「ウォームアップ」を掲載し，

これまでの学びを確認できます。本文でも，適宜

復習の内容を掲載してから新しい内容に入ります

ので，スムーズに学べます。

数Ⅱ 007-903
高校数学Ⅱ 新訂版

B5 判　192 頁

数 B007-903
高校数学 B 新訂版

B5 判　112 頁

易しいだけではない，

基礎・基本が徹底理解できる教科書

●例題の難易度の表示

　例題の難易度を 3 段階の★マークで表示し，

生徒の実態に応じて扱い方を柔軟に選択できるよ

うにしました。

２．得意な生徒にも対応できる，

　　充実の問題量と取り組みやすい題材

　生徒の学力差がある場合に，得意な生徒の自学

自習に対応できるよう問題量を充実させました。

また，主体的・対話的で深い学びの実践に，簡単

に取り組める題材を用意しました。

●補充問題

　適宜，「問」に対応する補充問題を QR コンテ

ンツで用意しました。補充問題がある問にはアイ

コンを付していますので，対応する補充問題があ

るかわかりやすく，「問」を解き終わった後に取

り組みやすくなっています。

●自主トレーニング

　各章で学んだ内容を総復習できる「自主トレー

ニング」を巻末に掲載しました。試験前の課題と

して取り組ませたり，授業での演習で活用したり

と，柔軟にお使いいただけます。

（高校数学Ⅱ 新訂版　p.34 例題 3，p.35 例題 4,5，p.36 例題 6）
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●「やってみよう」，「考えてみよう」

　「やってみよう」，「考えてみよう」は，主体

的に考えたり話し合ったりする題材，かつ，でき

るだけ負担感の少ない基礎に徹した題材としまし

た。先生方の準備や，実際の授業でかかる時間を

最小限にしつつ，主体的・対話的で深い学びを喚

起することができます。

　また，問などと同じように，「やってみよう」，

「考えてみよう」も QR コンテンツで詳細解答を

確認できるため，自主的に取り組む生徒にも対応

することができます。

３．数学の楽しさ，面白さが伝わる工夫が満載

　身近な題材を取り上げたり，写真やイラストを

できるだけ多く掲載したりすることで，数学に興

味をもてるようにしました。章始めにある「章と

びら」や，章末にある「ひろば」では，身の回り

の身近な内容を通して数学的に考える題材を扱い

ました。

４．観点別評価がしやすい

　例，例に対応する問

　　⇒知識・技能

　例題，例題に対応する問

　　⇒思考力・判断力・表現力

　やってみよう，考えてみよう

　　⇒主体的に学ぶ態度

にそれぞれ対応するよう分類し，観点別評価をし

やすくしました。

5．充実の副教材

●ノート型副教材３シリーズ

　教科書「高校数学シリーズ」に対応した準拠・

傍用のノート型副教材は，数学Ⅱは 3 シリーズ，

数学 B は 1 シリーズ（①ステップノートシリー

ズ）をご用意しました。

①ステップノートシリーズ

教科書と同じレベルの類題で構成した書き込み式

ノート教材

②スタディノートシリーズ

教科書と同じ問題とその類題を載せた，授業の

ノート代わりにもなる書き込み式ノート教材

③高校サブノートシリーズ

穴埋めで思考過程を学べる書き込み式ノート教材

教科書「高校数学Ⅱ 新訂版」「高校数学 B 新訂版」の

QR コンテンツは下の QR コードからアクセスできます。

（高校数学Ⅱ 新訂版　QR コンテンツ　p.27 問 11 補充問題）

（高校数学Ⅱ 新訂版　QR コンテンツ

p.36「やってみよう」詳細解答）

数学Ⅱ 数学 B


